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趣 旨 

「科学技術基本計画」の 制定を契機として、 我が国の科学技術環境は 大きく変わろ う としっ つめ 

る 。 公的機関への 研究費は増加傾向にあ り、 公務員の任期制や 兼業に関する 規制緩和等の 制度 

的環境も徐々に 整備されてきた。 

このような中で、 筑波研究学園都市は、 その名前が何度も 科学技術基本計画の 中に登場するな 

ど、 我が国の科学技術活動の 中心地として 科学技術基本計画を 先取りし、 その実質化の 先導 彼 を 

果たすことが 期待されている。 

勿論、 既に筑波地区においても 様々な検討が 進められており、 幾 っかの新しい 組織・新しいシス 

テム などが考案され、 実施されている。 これらの新しい 動きは、 新時代への挑戦として、 我が国の科 

学技術研究環境の 先導役となりうるものであ る。 しかしながら、 ベンチャービジネスの 育成など、 研 

尭成果の社会還元という 視点で見た場合は、 米国等に比べて 圧倒的に環境整備の 遅れている分 

野が存在することも 事実であ る。 

このような我が 国の科学技術環境の 中で、 「科学技術基本計画」の 制定を実りあ るものとし、 その 

効果を最大限に 活用するためには、 実際に科学技術研究活動を 担っていく組織や 各々の研究者 

が 、 科学技術基本計画に 書かれた理想・ 理念を消 ィヒし 、 そこに書かれた 行動指針を自らの 分野に 

適した形で具体 ィヒ するアイデイ ア を考案し、 そのアイデイ ア を実行に移していくことが 必要であ ろう。 

今回のシンポジウムでは、 この「科学技術基本計画の 実質化」をキーワードとして、 筑波における 

幾つかの新し 、 取り組み、 科学技術環境の 現状と展望、 これからの筑波に 必要な研究環境に 関す 

る 提言等を頂き、 我が国全体の 科学技術環境を 念頭に置いた 総合的討論を 進めることで、 今後の 

我が国の科学技術環境向上に 資したいと考える。 
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